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（3）周波数60 Hz、加速度5.0 m/s2、10 min/dayの振動条件下で1日
後の骨芽細胞においては、Runx2、Osterix、Type I collagen、Alkaline 
phosphatase（ALP）遺伝子発現がコントロール群に対して有意に上
昇したが、加速度が 1.0 m/s2の条件下では有意な差は認められなか
った。一方、周波数30 Hz、加速度5.0 m/s2、10 min/dayの振動条件
下では、Runx2、Osterix、ALP 遺伝子発現の有意な上昇が認められ
た。また、各条件下で細胞生存率に有意な差は認められなかった。 






そのリン酸化はMEK1/2（Mitogen-activated protein kinase kinase 1/2）
阻害剤により抑制された。 
【結論】in vitro振動刺激負荷装置を開発し、細胞培養表面上のひず
み様相を明らかにした。また、振動刺激が、アクチンストレスファ
イバーの増強および ERK1/2のリン酸化を伴う骨芽細胞分化を促進
することが示唆された。 
 
 
 
